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0２　 基本条例の全部改正
0８　 議会が注目した予算
20　 一般質問　町民のおもいを届ける60分

＼つくりたい! ／

議会活動で
住みよいかつらぎ町を



町
議
会
は
１
月
10
日
に
※
議
会
基
本
条
例
の
全
部
改
正
と
条
例
２
本
、
規
則
の
改
正

２
本
を
行
っ
た
。
目
標
は
、議
員
活
動
を
通
じ
て
政
策
提
案
や
条
例
案
の
提
出
に
あ
る
。

議
案
や
予
算
の
修
正
を
活
発
に
行
う
議
会
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

議
会
の
会
議
で
は
、
議
案
に

対
す
る
質
疑
の
あ
と
、
討
論
と

採
決
を
行
っ
て
い
る
。

　
質
疑　
議
案
の
内
容
に
つ
い

て
町
当
局
に
聞
く
も
の
で
、
長

時
間
に
及
ぶ
。

　
討
論　
議
案
や
予
算
に
対
す

る
賛
成
や
反
対
の
意
見
表
明
の

み
。
討
論
と
呼
ば
れ
る
が
、
議

員
間
の
意
見
交
換
で
は
な
い
。

　
採
決　
議
案
の
可
否
を
決
め

る
こ
と
。
賛
成
す
る
議
員
が
起

立
す
る
。
通
常
過
半
数
の
賛
成

で
議
案
は
可
決
す
る
。

こ
の
一
連
の
流
れ
の
中
に
、

議
員
同
士
の
話
し
合
い
は
存
在

し
な
い
。

議
会
は
、
こ
の
仕
組
み
の
中

に
議
員
間
討
議
を
組
み
入
れ
た

い
と
考
え
て
い
る
。
議
会
に
は
、

基
本
条
例
の

議
会
は
生
ま
れ
変
わ
れ
る
だ
ろ
う
か

全
部
改
正

基
本
条
例
な
ど
の
見
直
し

議
案
や
予
算
の
修
正
、
条
例
案

の
提
出
な
ど
の
権
限
が
与
え
ら

れ
て
い
る
が
、
議
員
間
で
話
し

合
わ
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
実

現
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
権

限
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
議
員

間
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
議

員
間
討
議
が
変
化
を
生
み
出
す

全
て
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。

基
本
条
例
改
正
の

主
な
内
容

 

議
長
・
副
議
長
選
挙
で 

 

所
信
表
明
を
実
施 

本
会
議
で
議
長
・
副
議
長
選

挙
の
際
、
志
願
す
る
者
が
所
信

表
明
を
行
え
る
よ
う
、
基
本
条

例
と
会
議
規
則
を
改
正
し
た
。

 

議
員
間
討
議
の
仕
組
み
を 

 

導
入 

本
会
議
と
委
員
会
で
議
員
間

討
議
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

議
員
間
討
議
で
は
、
自
分
の
意

見
を
変
更
で
き
る
。
現
在
、
委

員
会
な
ど
で
議
員
間
討
議
が
始

ま
っ
て
い
る
。

 

委
員
会
を
原
則
公
開 

委
員
会
と
議
員
全
員
協
議
会

は
原
則
公
開
と
な
っ
た
（
た
だ

し
、
全
員
協
議
会
は
、
と
き
に

非
公
開
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
）。

 

詳
細
説
明
の
導
入 

町
長
や
教
育
長
お
よ
び
職
員

な
ど
は
、
議
員
に
対
し
、
趣
旨

お
よ
び
内
容
ま
た
は
背
景
お
よ

び
根
拠
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説

明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
３
月
会
議
で
は

３
回
、
詳
細
説
明
を
求
め
る
場

面
が
あ
っ
た
。

 

重
要
だ
っ
た
会
議
規
則
の 

 

改
正 

基
本
条
例
の
精
神
を
貫
く
た

め
、
議
会
の
具
体
的
な
ル
ー
ル

を
定
め
た
会
議
規
則
の
改
正
を

重
視
し
た
。

 

必
要
だ
っ
た
文
言
の
統
一 

議
会
基
本
条
例
の
諸
規
定
を

町
例
規
集
の
中
に
位
置
付
け
る

た
め
、
条
例
や
規
則
の
文
言
を

統
一
し
た
。

がんばってください町と議会への注文

提案説明

調査・ヒアリング

質疑

討論

採決

※ここに議員間討議はない

議案採決までの流れ

!  ※議会基本条例とは
議会と議員活動の原則などを定めた議会

の基本的な条例。前文の改正からはじめ、通
年議会を基本とし、委員会を公開、議員間討
議を本会議や委員会で実施できるようにした。
町条例との文言の統一も図る中、全部改正と
なった。

議会だよりキャラクター 「かきかあちゃん」

かつらぎ町議会議員全員集合

和歌山県内の２１町村議会における
本会議・各委員会開催状況

本会議 委員会 合計
県内平均 18 回 41 回 59 回

かつらぎ町 33 回 91 回 124 回
（令和５年１月１日～１２月３１日）

議
会
活
動
で
住
み
よ
い

か
つ
ら
ぎ
町
を
つ
く
り
た
い

議
員
間
討
議
が
全
て
の
カ
ギ
を
に
ぎ
る

2025.5.1  105号 │ 0203 │ 傍聴議会を して 傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています
（個人を特定できる表記は除いています）。傍聴議会を して 傍聴室までの階段が多く身体障害者の入室はむずかしい。７０代

[女性]



町立公民館の主な使用料
（税別・1時間単位）

笠田公民館 大ホール 会議室
500円 100～200円

佐野分館 大ホール 会議室
400円 100円

大谷公民館 大ホール 会議室
400円 100円

妙寺公民館 大会議室 会議室
300円 100円

三谷公民館 大ホール 会議室
300円 100円

見好公民館 大ホール 会議室
400円 100円

四邑公民館 大ホール 多目的ホール
500円 300円

総合文化会館使用料（税別）

大ホール
（土・日・祝）

大ホール
のみ

（土・日・祝）
舞台のみ

（土・日・祝）
ＡＶホール

（土・日・祝）
イベント

広場

午前
（9:00～12:00）1万2000円 8400円 7200円 7200円 5000円

午後
（13:00～17:00）1万8000円 1万2600円 1万800円 1万800円 7500円

夜間
（18:00～22:00）2万4000円 1万6800円 1万4400円 1万4400円 1万円

全日 5万4000円 3万7800円 3万2400円 3万2400円 2万2500円

※大ホールで冷暖房を必要とする場合は、基本料金の５割増しとする。
（大ホール以外は、冷暖房費の徴収はなし）

使
用
料
減
免

問 

規
定
は
ど
う
な
る
の
か
。

企
画
公
室
長　
施
設
ご
と
に
違

っ
て
い
た
が
、
考
え
方
を
統
一

し
た
。

大
ホ
ー
ル
は
値
上
げ

問 
総
合
文
化
会
館
の
大
ホ
ー

ル
は
10
％
値
上
げ
に
な
っ

た
。
小
ホ
ー
ル
は
基
本
使
用
料

が
値
上
げ
に
な
っ
た
が
、
冷
暖

房
費
が
含
ま
れ
実
質
負
担
は
軽

減
さ
れ
る
と
思
う
。
ど
う
し
て

料
金
の
見
直
し
を
図
っ
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
供
用
開
始
か

ら
30
年
間
、
料
金
の
改
定
が
行

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
維
持
管

理
費
に
も
多
額
の
経
費
が
か
か

っ
て
い
る
の
で
、
料
金
の
見
直

し
を
行
っ
た
。

内容

公
の
施
設
の
使
用
料
が
全
面
的
に
改
正
さ
れ
、
関
係

す
る
条
例
10
議
案
を
可
決
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
利
用
者
の
負
担
の
在
り
方
を
明
確

に
し
、
料
金
の
見
直
し
を
図
っ
た
も
の
。
ほ
と
ん
ど
の
施
設
は

消
費
税
を
外
税
に
し
、
今
後
の
消
費
税
の
変
化
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
多
く
の
施
設
で
使
用
料
が
安
く
な
る
。

1
内
税
方
式
か
ら
外
税
方
式
に

2
空
調
代
が
使
用
料
に
含
ま
れ
安
く
な
っ
た

施
設
が
増
え
る

3
半
日
単
位
の
使
用
料
が
時
間
単
位
に
変
更

4
学
校
の
施
設
は
値
上
げ
し
た
も
の
が
多
い

5
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
は
値
上
げ

改
正
の
主
な
特
徴

値上げした施設もある。（総合文化会館）

使用料金が下がることで、
使用頻度が高くなれば良いね

町民が使いやすいことが大切（笠田公民館・文化展）

使いやすくなった

!  より利用しやすく
かつらぎ町と橋本市は協定を結び、

同額で施設を利用できる。すべての公
民館は、1時間単位で使用できて、空
調費も含まれる。

多
く
の
施
設
で

使
用
料
が
安
く
な
り
ま
し
た

トピックス
Topics
公の
施設料金

05 │ 2025.5.1  105号 │ 04傍聴議会を して 最近クマの出没で山間での暮らしが不安になってきた。クマヘの
対処を早急に考えて欲しい。

７０代
[女性] 傍聴議会を して 農作物被害防止のための鳥獣対策は農家にとって、とても大切だ

と思います。
７０代
[女性]



令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
１
２
２
億
１
８
０
０
万
円

で
、
前
年
度
比
10
億
５
０
０
０
万
円
増
と
な
っ
た
。
財
政
状
況

が
安
定
し
つ
つ
あ
る
中
、
庁
舎
の
整
備
や
地
域
優
良
賃
貸
住

宅
の
建
設
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
る
。
新
し
い

事
業
も
含
め
積
極
的
に
事
業
を
行
う
も
の
と
な
っ
た
。

予
算
が
増
え
た
要
因
は
、
妙
寺
団
地
の
建
て
替
え

事
業
と
７
つ
の
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
に
よ

る
。
西
部
公
園
が
よ
う
や
く
完
成
し
、
天
野
地
域
に
設

置
さ
れ
る
歴
史
民
俗
資
料
館
と
併
せ
秋
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

 

地
域
公
共
交
通
対
策

基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
い

つ
つ
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運

行
事
業
を
実
施
す
る
。

 

防
災
対
策

ト
イ
レ
カ
ー
の
導
入
と
防
災

計
画
の
見
直
し
、
新
た
な
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
消
防

団
員
の
出
動
報
酬
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
行
う
。

 

産
業
対
策

町
内
の
事
業
者
が
事
業
協
同

組
合
を
設
立
し
て
、
人
手
不
足

の
解
消
を
目
指
し
労
働
者
派
遣

事
業
を
実
施
す
る
。

 

教
育

全
て
の
小
学
校
の
児
童
が
民

間
の
水
泳
指
導
を
受
け
る
。

町
が
誤
り
を
認
め
予
算
を
修
正

笠
田
中
地
内
の
企
業
誘
致
事

業
で
は
、
公
有
地
売
却
の
予
算

計
上
に
誤
り
が
あ
り
、
町
当
局

に
よ
る
予
算
の
修
正
が
行
わ
れ

た
。
な
お
、
質
疑
の
中
で
企
業

と
の
間
の
協
議
も
整
っ
て
い
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
。

国
か
ら
の
交
付
税
は
、
国
の
税
収
や

政
策
な
ど
に
よ
り
増
減
す
る
の
で
安
心

は
で
き
な
い
。

公
債
費
は
、
償
還
す
る
時
に
交
付
税

で
補
て
ん
さ
れ
、
全
額
は
返
済
し
な
く

て
良
い
（
交
付
税
に
補
て
ん
さ
れ
る
率

は
、
辺
地
対
策
事
業
債
80
％
、
過
疎
対

策
事
業
債
70
％
、
合
併
特
例
事
業
債
70

％
、
公
共
事
業
等
債
45
％
な
ど
）。

公債費
（単年度）

財政調整基金
残高

Ｒ６年度（見込み額）Ｒ５年度Ｒ４年度Ｒ３年度Ｒ２年度
0

5

10

15

20

（億円）

貯金と借金の状況

10億3437万円

16億6536万円
16億
9734万円
16億
9734万円

13億
8360万円
13億
8360万円

14億
4205万円
14億
4205万円

14億5989万円14億5989万円

14億
6892万円
14億
6892万円

14億
3544万円
14億
3544万円13億

8843万円
14億
5938万円

一般財源等の推移

合計
地方譲与税など
地方交付税
町税

（億円）0

10

20

30

40

50

60

70

80

Ｒ７年度Ｒ６年度Ｒ５年度Ｒ４年度Ｒ３年度Ｒ２年度 （予算）

予算は住民の活動を支える力になっている

多
く
の
事
業
に
取
り
組
む
予
算

歳出

その他
４億９７５８万円

公債費
１４億

４６３１万円

教育費
１５億
２５８万円

土木費
１３億３３８７万円

商工費
１億７０７５万円

農林水産業費
４億２０７８万円

衛生費
１１億３５８１万円

民生費
３２億

９１７６万円

災害復旧費
１億６４２７万円

町全般の
管理事務経費、
選挙など

借り入れの
返済金

保健、ごみ、
し尿処理など

福祉、介護、
子育てに使う
お金

議会費 ９７９０万円

総務費
１６億３８２７万円

消防費
５億１８０８万円

歳入

その他
９億

７９７３万円 町税
１９億８６３２万円町債

１３億１０６０万円

繰入金
９億３３８３万円

寄附金
３億９５９０万円

県支出金
７億３６５５万円

国庫支出金
１３億４６６９万円

地方交付税
４３億６８００万円

町民税・固定資産税など
私たちが納めるお金

借入金

諸収入
１億６０３５万円

ふるさと納税の
寄附金も含まれる

保育や医療など
使い道の決まった
補助金

県からの補助金

自治体の規模や
財政に応じて
国から交付されるお金

一般会計 １２２億１８００万円（前年度比１０億５０００万円増）
※万円未満は切り捨て

積 極 的 予 算 組 み

2025.5.1  105号 │ 0607 │ 傍聴議会を して 高齢者も散歩がてら足を運び体力維持、認知症予防を兼ねた施設
の設置をお願いします。

７０代
[女性] 傍聴議会を して 公園の管理点検はとても大切なのでこれからも引き続き取り組ん

でいただきたい。
７０代
[女性]

予
算
内
容



内容

町
内
事
業
者
で
事
業
協
同
組
合
を
設
立

し
、労
働
者
派
遣
組
合
事
業
を
実
施
す
る
。

事
業
協
同
組
合
は
、
地
域
の
人
手
不
足
の

解
消
を
目
指
し
、
国
と
町
か
ら
事
業
補
助
金
を
受
け

る
。
組
合
員
に
な
る
た
め
に
は
２
万
円
の
出
資
が
必

要
と
な
る
。
初
年
度
は
４
月
に
組
合
を
設
立
。
６
月

か
ら
、
６
人
の
雇
用
者
を
農
家
や
商
工
業
者
な
ど
に

派
遣
す
る
。
受
け
入
れ
先
が
払
う
費
用
は
労
働
者
１

人
当
た
り
１
時
間
１
０
０
０
円
。
国
の
補
助
金
は
、

組
合
運
営
の
経
費
や
人
件
費
に
充
て
ら
れ
る
。

内容

地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
を
設
置

し
、
地
域
公
共
交
通

計
画
を
令
和
７
年
度
中
に
作
成

す
る
。
今
年
度
は
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
実
証
運
行
業
務
を
実
施

す
る
。
エ
リ
ア
は
５
つ
に
区
分

さ
れ
、
そ
れ
以
外
に
高
田
か
ら

中
飯
降
ま
で
の
国
道
24
号
の
周

辺
を
「
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
」
と

し
て
設
定
す
る
。
５
つ
の
エ
リ

ア
か
ら
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
に
行

く
こ
と
は
可
能
と
な
る
。当
面
、

花
園
地
域
は
、
町
内
の
タ
ク

シ
ー
会
社
の
エ
リ
ア
外
な
の
で

対
象
か
ら
外
さ
れ
る
。
で
き
る

だ
け
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
に
近

い
形
を
目
指
す
。

問 

実
証
運
行
に
、
な
ぜ
花
園

地
域
が
含
ま
れ
て
い
な
い

の
か
。

企
画
公
室
長　
今
回
の
実
証
運

行
は
、
５
つ
の
エ
リ
ア
と
中
心

部
の
エ
リ
ア
で
、
デ
マ
ン
ド
型

タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
行
う
。
花

園
地
域
は
、
今
後
協
議
会
で
検

討
し
改
善
を
図
り
た
い
。

地
域
公
共
交
通
実
証
運
行
事
業

内容

小
学
校
５
校
と
中
学

校
２
校
、
三
谷
こ
ど

も
園
、
か
つ
ら
ぎ
体

育
セ
ン
タ
ー
に
計
40
台
の
空
調

機
器
を
設
置
す
る
。
緊
急
指
定

避
難
所
で
あ
る
渋
田
小
学
校
と

妙
寺
中
学
校
に
は
、
発
電
機
も

設
置
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設

は
避
難
所
に
な
る
の
で
、
国
の

体
育
館
空
調
設
置
事
業

３億
７６９５

万円

安全で安心な
公共交通に期待

実証運行には参加したい。
料金がいくらになるか
気になるところです。

３７９４
万円

特
定
地
域
づ
く
り
事
業

２２６６
万円

起
債
を
活
用
し
て
一
気
に
整
備

を
図
る
。

問 

広
い
体
育
館
に
設
置
す
る

台
数
の
根
拠
は
。

生
涯
学
習
課
長　
１
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
～
２
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
に
対
し
1
台
の
基
準
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
。

現在運行されているデマンドタクシー
組合員に人材を派遣

特定地域づくり事業協同組合のイメージ
一次産業

（農林漁業等）
農
業
者

農
業
法
人

林
業
者

漁
業
者

三次産業
（サービス等）
介
護
業
者

運
送
業
者

小
売
業
者

二次産業
（製造業等）

製
材
業
者

食
品
加
工

業

　
　者

機
械
製
造

業

　
　者

その他

観
光
業
者

商
店
街
振
興

組

合

事業協同組合

給与支給
所得の安定
社会保障の確保

特定地域づくり事業協同組合
=地域づくり人材のベースキャンプ

地
域
内
の

事
業
者

出資賦課金
負担

和歌山県初！

地域内の
若者等

料金

地方への移住を希望する
都市部在住の若者　など

地域外の
若者等

無期
雇用

地域づくり人材

わが町の大きな課題
町内事業者の

労働者不足解消に寄与する
一つの手段と考えている。

乗
合
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
へ

人
手
不
足
に
悩
む
事
業
者
を
支
援

集
客
力
ア
ッ
プ

避
難
所
を
快
適
な
環
境
に

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
費

補
助
金
交
付
事
業

まちづくり推進課　村
むら
岡
おか
　直

なお
哉
や
 課長

１０００万円

問 

特
定
地
域
づ
く
り
事

業
の
補
助
金
は
、
事

業
が
完
成
し
た
時
に
支
出

す
る
の
か
。

産
業
観
光
課
長　
共
同
組

合
設
立
支
援
補
助
金
は
、

共
同
組
合
設
立
後
に
支
払

う
。
推
進
補
助
金
は
、
事

業
の
中
間
に
概
算
払
い
も

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
財

政
支
援
は
制
度
が
あ
る
限

り
補
助
さ
れ
る
。

内容

活
気
を
失
い
つ
つ
あ
る
町
内
の

飲
食
・
小
売
り
事
業
者
を
対
象

と
し
て
、
店
舗
や
看
板
な
ど
の

改
装
に
補
助
金
を
支
給
す
る
。
上
限
は

１
０
０
万
円
で
補
助
額
は
事
業
費
の
２
分

の
１
。
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

20
万
円
以
上
の
改
装
が
必
要
。
事
業
の
期

間
は
令
和
７
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
。

問 

か
つ
ら
ぎ
町
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

費
補
助
金
は
、
自
分
で
改
装
し
て
も

対
象
と
な
る
の
か
。

産
業
観
光
課
長　
自
分
で
の
改
装
は
対
象

に
な
ら
な
い
。
改
装
工
事
を
行
う
者
は
、

町
内
事
業
者
を
想
定
し
て
い
る
が
、
対
応

で
き
な
い
場
合
は
、
町
外
事
業
者
で
も
可

能
で
あ
る
。

問 

か
つ
ら
ぎ
町
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
費
補
助
金
は
、
自
分
で
改

装
し
て
も
対
象
と
な
る
の
か
。

産
業
観
光
課
長　
自
分
で
の
改
装
で

は
対
象
に
な
ら
な
い
。
改
装
工
事
を

行
う
者
は
、
町
内
事
業
者
を
想
定
し

て
い
る
が
、
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、

町
外
事
業
者
で
も
可
能
で
あ
る
。

山崎
羽
は
山
やま
　光

みつ
壽
とし
さん・啓

けい
子
こ
さん

2025.5.1  105号 │ 0809 │ 傍聴議会を して 参考資料も大切ですが、今議場の正面、議長さんの横の方に大き
なモニターを設置するのはどうでしょう。

６０代
[女性] 傍聴議会を して 集落対策についても積極的に日々話し合ってほしかったです。４０代

[女性]

注
目
予
算

各体育館に設置される空調機器
（守口市の例）



活動は本業の傍らで
行うのが常

本業との掛け持ちは
厳しいとの声が
多かったので

大変嬉しいです。

内容

懸
案
事
項
と

な
っ
て
い
る
町

道
維
持
修
繕
工

事
や
町
道
改
良
工
事
な
ど

の
要
望
に
対
応
す
る
た

め
、
３
箇
年
計
画
を
実
施

す
る
。
当
面
１
０
８
路
線

の
修
繕
や
改
良
を
行
う
。

前
年
度
比
で
予
算
を

４
６
３
０
万
円
増
額
し

た
。

問 

工
事
現
場
の
舗
装
の

仕
上
げ
に
つ
い
て
、

段
差
を
な
く
す
よ
う
配
慮

を
願
い
た
い
。

技
監
兼
検
査
長　
仕
上
が

り
は
配
慮
し
た
い
。

内容

令
和
７
年
３
月
時
点

で
は
、
工
事
は
完
了

し
て
い
な
い
。
こ
の

事
業
は
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
て
き
た
。
し
か
し
、
予
算
計

上
し
た
事
業
費
が
、
国
の
査
定

で
一
部
削
ら
れ
て
き
た
の
で
、

工
事
の
完
了
が
延
び
て
い
る
。

公
園
の
フ
ル
オ
ー
プ
ン
は
令
和

７
年
10
月
を
予
定
。

問 

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
う
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
芝
生
の
養
生

期
間
を
お
い
た
上
で
、
令
和
７

年
秋
頃
、
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
、
ス
ポ
協
フ
ェ
ス
タ
に

併
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
す
る
。

西
部
公
園
整
備
事
業

道
路
等
の
要
望
に
関
す
る
早
期
対
応
３
箇
年
計
画

１億
４４６０

万円

やっと実現して
嬉しい

高田地区の
最も大きな心配事でした。

30数年前からの
要望がかなった。

消
防
団
員
の
報
酬
額
等
の
改
正

３４８８
万円

１２４２
万円

新町団地の跡地活用
更地にする

費用を差し引き、
現状で売却してはという

声もあります。

崖が道側へかなり噴き出している。
雨が降る度に住民が不安になっている箇所

妙寺団地と統合する新町団地
統合後、跡地利用の計画はまだ未定

JR 和歌山線

Ｒ24号

パークゴルフ場

至 橋本市
遊歩道
ジョギングコース

駐車場 72台
全天候型 舗装 300ｍ

至 紀の川市

遊歩道
アスリートコース

芝生広場

クラブハウス

伊都浄化センター伊都浄化センター

道の駅 紀の川 万葉の里

多目的広場

最終完成イメージ

出動報酬の引き上げは当然と住民は
感じているのではないだろうか。 道

路
の
修
繕
や
改
良
の
た
め
予
算
増
額

出
動
報
酬
の
見
直
し

５
号
館
着
工
へ

町
営
住
宅 

長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し

今
度
は
本
当
に
完
成

第５分団　奥
おく
村
むら
　真

しん
也
や
さん

高田
山
やま
本
もと
　明

あき
信
のぶ
さん

高田自治区長
木
きのした
下　武

たけ
晴
はる
さん

妙寺　山
やま
根
ね
　義

よし
雄
お
さん

妙
寺
団
地
建
替
事
業

５億
４８５６

万円

内容

平
成
27
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
妙
寺
団
地

の
建
て
替
え
事
業
は
、
最
後
と
な
る
５
号

館
の
建
設
を
開
始
す
る
。
完
了
予
定
は
令

和
10
年
度
。
事
業
完
了
ま
で
13
年
か
か
る
こ
と
に
な

る
。
60
棟
１
５
５
戸
あ
っ
た
町
営
住
宅
は
５
棟
93
戸

と
な
る
。
新
町
団
地
は
妙
寺
団
地
に
統
合
さ
れ
る
。

内容

１
９
６
４
年
以
降
に

建
設
さ
れ
た
町
営
住

宅
は
、
耐
用
年
数
を

超
え
、
老
朽
化
な
ど
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
民
間
活
力
導
入

の
可
否
も
含
め
、
事
業
手
法
に

つ
い
て
調
査
・
検
討
を
業
者
委

託
で
行
う
。
予
算
は
５
８
５
万

円
。

内容

本
町
の
消
防
団
員

は
、
定
数
４
３
９
人

に
対
し
４
１
４
人

（
令
和
６
年
12
月
）
と
な
り
減

少
し
て
い
る
。
消
防
庁
の
基
準

額
に
準
じ
た
出
動
報
酬
に
改
定

し
、
団
員
の
確
保
、
消
防
・
防

災
力
の
維
持
に
取
り
組
む
。
こ

れ
に
よ
っ
て
災
害
出
動
は
１
日

８
０
０
０
円
、
そ
の
他
の
出
動

は
１
日
４
０
０
０
円
、
消
防
学

校
や
研
修
は
１
日
８
０
０
０
円

の
報
酬
が
支
払
わ
れ
、
出
動
に

係
る
交
通
費
は
１
日
１
０
０
０

円
と
な
っ
た
。

問 

消
防
団
員
の
受
け
止
め
は
。

危
機
管
理
課
長　
「
非
常
に
あ

り
が
た
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
出
動
時
間
が
短

く
て
も
１
日
分
支
払
う
。

問 

住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
計
画
を
立
て
る
べ
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
最
大
限
の
配
慮
を
。

管
財
情
報
課
長　
建
て
替
え
も

検
討
す
る
。
ま
ず
計
画
案
を
策

定
し
て
か
ら
意
見
を
聞
き
修
正

な
ど
を
行
う
。
団
地
の
統
合
も

検
討
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
に
配
慮
す
る
。
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７０代
[男性]

注
目
予
算



問 

検
討
委
員
会
に
お
け
る
議
論
は
。

管
財
情
報
課
長　
令
和
６
年
度
に
は
開

催
し
て
い
な
い
。
駅
周
辺
全
体
の
都
市

計
画
や
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
進
め
る
中

で
、
町
の
方
針
が
決
ま
れ
ば
開
催
す
る
。

問 

寄
付
し
て
も
ら
っ
た
土
地
で
あ
る

が
、
活
用
の
方
向
さ
え
決
ま
っ
て

い
な
い
。
今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

町
長　
駅
前
の
再
整
備
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
意
識
し
な
が
ら
、

エ
リ
ア
一
帯
を
ど
う
す
る
か
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
地
元
と
も
本
格
的

に
協
議
し
た
い
。

内容

笠
田
駅
前
の
用
地
は
、
住
民
が
町
に
寄
付
し
て
く
れ
た
も
の
。

問 

年
間
３
万
円
は
十
分
で

は
な
い
。
対
象
条
件
を

広
げ
る
こ
と
も
含
め
検
討
を

求
め
る
。

町
長　
介
護
と
育
児
に
差
が

あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
実
現

す
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

在宅介護には経費が必要（写真は介護用パンツ）

相手方と話し合いがないまま
予算計上してしまったという企業用地

内容

ね
た
き
り
老
人
介
護
支
援
金
の
対
象
者
は
、
65
歳
以
上
で

要
介
護
３
以
上
、
ね
た
き
り
の
状
態
が
３
カ
月
以
上
続
い

て
い
る
人
。
支
援
金
は
、
こ
の
対
象
者
に
対
し
介
護
を
し

て
い
る
人
（
町
内
在
住
、
住
民
税
非
課
税
）
に
支
給
さ
れ
る
。
基
準

日
は
10
月
１
日
、
支
援
額
は
年
３
万
円
。

介
護
支
援
金
の
増
額
を

笠
田
駅
前
開
発
は
ど
う
な
る
の
か

問 
そ
の
周
知
方
法
は
。

環
境
課
長　
資
源
の
種
別
に
よ

っ
て
売
却
額
の
違
い
が
あ
る
の

で
、
周
知
し
て
い
き
た
い
。

内容

町
が
回
収
し
、
収
入

に
な
っ
て
い
る
資
源

ご
み
は
11
種
類
。
主

な
も
の
は
ア
ル
ミ
缶
、破
砕
鉄
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ス
チ
ー
ル
缶

な
ど
。広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
が
、

最
も
高
額
で
買
い
取
っ
て
く
れ

る
業
者
に
引
き
渡
し
、
ご
み
投

入
量
に
応
じ
売
却
益
を
市
町
に

還
元
し
て
い
る
。
古
紙
な
ど
は

町
が
独
自
に
業
者
に
買
い
取
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

資
源
ご
み
の
販
売
収
入
は

一
般
会
計
に
対
す
る
質
疑

予│算│審│議アルミ缶が収入源として一番大きい

にぎわいを取り戻すための開発に期待が集まる笠田駅前

町
有
地
の
売
却
予
算
を

全
額
取
り
下
げ

内容

株
式
会
社
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス
と
、

株
式
会
社
ミ
モ
ナ
を
相
手
方
と
す

る
企
業
誘
致
事
業
に
対
し
、
当
初

１
億
３
３
０
７
万
６
０
０
０
円
で
、
町
有
地

を
売
却
す
る
予
算
が
組
ま
れ
た
が
、
販
売
先

の
会
社
と
の
協
議
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
、

総
経
費
２
億
５
２
８
９
万
４
０
０
０
円
か
ら

約
1
億
２
０
０
０
万
円
を
差
し
引
い
て
販
売

す
る
こ
と
は
、
利
益
供
与
に
当
た
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
結
果
、
町
当
局
に
よ
る
予

算
の
修
正
が
行
わ
れ
た
。

問 
予
算
は
取
り
下
げ
ら
れ
た
が
、

用
地
を
販
売
す
る
と
き
は
ど
う

な
る
の
か
。

参
事
（
建
設
・
産
業
担
当
）　
相
手

方
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
か
か
っ

た
経
費
を
当
然
売
却
の
額
に
乗
せ
る
。

問 

用
地
買
収
を
開
始
し
た
令
和
４

年
９
月
か
ら
２
年
半
の
間
に
、

企
業
と
の
間
で
何
回
交
渉
が
行
わ
れ

た
の
か
。

参
事（
建
設・産
業
担
当
）　
３
、４
回
。

交通の要所としての
特色を活かして

令和５年度
資源ごみ売却収入額ベスト５

種別 金額
1 アルミ缶 346万235円

2 破 砕 鉄 238万9461円

3 ペットボトル 213万2350円

4 破砕アルミ 95万646円

5 スチール缶 87万1982円

※エコライフ紀北取り扱い分

在宅
育児支援金

ねたきり老人
介護支援金

町単独 町単独

月 3 万円 年 3 万円
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内容

経
営
戦
略
作
成
か
ら
５
年
が
経
過
し
た

の
で
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。
10
年
間

黒
字
と
な
る
会
計
を
見
通
し
て
い
た

が
、
給
水
人
口
の
減
少
や
経
営
状
況
を
踏
ま
え
る

と
改
定
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

問 

値
上
げ
も
想
定
さ
れ
る
の

か
。

参
事
（
建
設
・
産
業
担
当
）

給
水
人
口
の
減
少
に
加
え
、
物

価
高
騰
、
諸
経
費
の
増
加
が
続

い
て
い
る
の
で
見
直
し
た
い
。

ハザードマップは、スマホやパソコンから
アクセスできるようになる。地域の避難訓練
でも活用してもらいたい。

大山　希世　議員
取材メモ

自主学習机の設置が予定されている図書館のスぺース

佐野地内にある水道井戸の一つ。改修を行い水量を増やす工事を予定

健康維持に深くかかわっている保険制度

内容

令
和
７
年
度
の
１
人
当
た
り
の
国
保
税
は

14
万
２
９
０
０
円
で
、
前
年
度
比
５
１
０
０

円
増
と
な
っ
た
。
町
は
昨
年
度
２
５
０
０
万

円
、
令
和
７
年
度
は
４
０
０
０
万
円
基
金
を
取
り
崩
し

て
会
計
に
入
れ
た
。
昨
年
度
は
保
険
税
の
抑
制
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
今
年
度
は
増
税
と
な
っ
た
。

問 

保
険
税
統
一
ま
で
５

年
。
保
険
税
統
一
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

は
。
保
険
者
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
研
究
す
べ
き
で

は
。

健
康
推
進
課
長　
メ
リ
ッ

ト
は
財
政
が
安
定
す
る
こ

と
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
保
険

税
が
上
昇
す
る
こ
と
に
あ

る
。
保
険
者
と
し
て
何
が

で
き
る
の
か
研
究
し
た
い
。

保
険
税
１
人
当
た
り
５
１
０
０
円
増

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

内容

防
災
計
画
は
、
能
登
半
島
地
震

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
最
大

被
害
規
模
で
あ
る
中
央
構
造
線

断
層
に
よ
る
地
震
を
想
定
し
た
も
の
に
な

る
。
ま
た
、
風
水
害
と
地
震
に
応
じ
避
難

所
を
設
定
す
る
。
幼
年
層
に
向
け
た
概
要

版
も
作
成
す
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
水

防
法
の
改
正
に
よ
る
も
の
。
一
級
河
川
と

二
級
河
川
が
全
て
対
象
に
な
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
県
河
川
の
浸
水
想
定
区
域
が
マ
ッ

プ
に
加
わ
る
。
予
算
は
防
災
計
画

５
５
０
万
円
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

７
４
４
万
円
。

内容

民
間
会
社
に
水
泳
指
導
を
業
務
委
託
し
、
全
て
の
小
学
校

で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
を
受
け
る
。
笠
田
小

学
校
以
外
の
新
た
に
取
り
組
む
学
校
の
プ
ー
ル
に
は
、
民

間
会
社
か
ら
指
導
員
が
や
っ
て
く
る
。
児
童
の
泳
力
と
体
力
の
向
上

を
目
指
す
。
こ
れ
を
通
じ
て
教
員
の
指
導
力
向
上
も
図
る
。
予
算
は

１
０
８
８
万
円
。

問 

中
央
構
造
線
断
層
を

想
定
す
る
意
味
は
。

危
機
管
理
課
長　
能
登
半

島
で
は
発
生
確
率
３
％
未

満
で
地
震
が
発
生
し
た
。

発
生
確
率
に
と
ら
わ
れ
ず
、

最
大
規
模
の
地
震
に
備
え
、

実
行
性
の
あ
る
も
の
に
し

た
い
。

防
災
計
画　
大
き
く
見
直
し

経
営
戦
略
見
直
し
へ

水
道
事
業
会
計

国民健康保険税
内容 令和6年度 令和７年度 増減額
医療分 7万6200円 8万4800円 8600円

支援分 3万400円 2万9400円 △1000円

介護分 3万1200円 2万8700円 △2500円

合計 13万7800円 14万2900円 5100円
１人当たり設定基準額

内容

大
き
な
テ
ー
ブ
ル
を
撤
去
し
、
自
主
学
習
用
の
机
12
台
。

幅
１
６
０
セ
ン
チ
の
一
人
用
机
で
Ｕ
Ｓ
Ｂ
端
子
と
電
源
コ

ン
セ
ン
ト
が
使
用
可
能
と
な
る
。

図
書
館
に
一
人
用
机
を
設
置

待ち望んでいた自主学習スペース

問 

授
業
の
中
で
業
務
委
託
を

受
け
る
の
は
難
し
く
、
偽

装
請
負
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
課
題
を
ど
う
ク
リ
ア
す
る

の
か
。

教
育
総
務
課
長　
水
泳
は
12
時

間
か
ら
15
時
間
実
施
し
て
い
る

が
、
半
分
程
度
の
授
業
時
間
数

で
も
問
題
な
い
。
半
分
は
学
校

行
事
と
し
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
す

る
。

小
学
校
の
水
泳
指
導
に
民
間
指
導
員
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内容

中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
地
域
展
開
す
る
努
力
が
行
わ
れ

て
い
る
。
予
算
の
国
庫
補
助
金
が
県
委
託
金

６
２
２
万
５
０
０
０
円
に
組
み
替
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ

り
５
２
９
万
８
０
０
０
円
が
減
額
さ
れ
た
。

問 
職
員
採
用
時
の
初
任
給
額
は
高
校
卒
・
大
学

卒
で
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
か
。

総
務
課
長　
高
校
卒
は
16
万
６
６
０
０
円
か
ら
18

万
８
０
０
０
円
に
、
大
学
卒
は
19
万
６
２
０
０
円

か
ら
22
万
円
に
な
る
。

問 

ど
う
し
て
予
算
が
減

額
さ
れ
た
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
当
初
指

導
を
４
０
０
０
時
間
程
度

と
設
定
し
て
い
た
が
、
天

候
や
指
導
者
の
仕
事
の
関

係
な
ど
で
指
導
時
間
が
半

分
以
下
の
１
７
０
０
時
間

と
な
っ
た
。
取
り
組
ん
で

き
た
の
は
陸
上
や
卓
球
な

ど
。
新
た
に
サ
ッ
カ
ー
と

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
移

行
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

好きな陸上ができて楽しい

人事担当者は、今回の
人事院勧告の大きな改定
で、優秀な人材が集まっ
てもらいたいとの期待を
寄せている。

中谷　雅美　議員
取材メモ

内容

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
国
は
市
町
村

を
通
じ
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯

に
給
付
金
３
万
円
を
支
給
し
、
さ
ら
に

18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
、
１
人
当
た
り

２
万
円
を
加
算
す
る
。
こ
れ
以
外
に
町
は
、
全
町

民
を
対
象
に
１
人
当
た
り
３
５
０
０
円
の
応
援

ク
ー
ポ
ン
券
お
よ
び
２
５
０
円
分
の
ご
み
袋
専
用

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
す
る
。（
ク
ー
ポ
ン
券
の
使

用
期
間
は
令
和
7
年
7
月
1
日
〜
令
和
8
年
2
月

1
日
ま
で
）

1月・1月第２回
会議

議│案│審│議

陸上の妙寺クラブの朝練習。さあ今から頑張るぞ

３月
会議

３
月
会
議
は
、
2
月
27
日
に
始
ま
り
、
各
補
正
予
算

と
令
和
７
年
度
各
予
算
が
審
議
さ
れ
た
。
条
例
案
は
、

職
員
の
人
事
院
勧
告
や
旅
費
に
関
す
る
条
例
、
公
の
施

設
関
係
の
条
例
10
件
、
青
少
年
健
全
育
成
基
金
条
例
な

ど
が
審
議
さ
れ
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算
第
10
号
と
一

般
会
計
予
算
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算
は
賛
成
多
数
、

そ
れ
以
外
の
議
案
は
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

３月会議
（２/2７～３/24）
補正予算 ９件

新年度予算 ８件
条例 ２９件

事件議決 ５件
一般質問 ７人

内容

故
新
堀
行
雄
議
員

が
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
い
う
遺
志
に
よ
り
、
町

に
３
０
０
万
円
を
寄
付
さ
れ

た
。
こ
の
基
金
は
複
数
年
に
わ

た
っ
て
活
用
さ
れ
る
。

健全育成事業の子ども文化祭

クーポン券が物価高騰対策の一助に

健
全
育
成
に
役
立
て
て

【
青
少
年
健
全
育
成
基
金
条
例
制
定
】

内容

妙
寺
地
域
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

撤
退
し
た
の
で
、
２

月
18
日
か
ら
３
月
31
日
の
期

間
、
緊
急
対
策
と
し
て
、
観
光

バ
ス
会
社
と
契
約
し
買
物
支
援

を
実
施
し
た
。
１
回
の
利
用
料

は
５
０
０
円
で
予
約
制
。
課
題

が
残
っ
た
。

買い物支援事業に期待

買
物
支
援
事
業
は
苦
戦

１
月
７
日
か
ら
始
ま
っ
た
１
月
会
議
は
、
１
年
間
の
会
期
と
本
会
議
日

程
を
決
め
た
。
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
の
給
料
を
引
き
上
げ
る
た
め
の

改
正
条
例
と
そ
の
予
算
、
議
会
基
本
条
例
な
ど
の
改
正
、
物
価
高
騰
に
よ

る
低
所
得
者
お
よ
び
、
そ
こ
に
子
ど
も
の
い
る
家
庭
へ
の
加
算
支
給
の
予

算
が
提
案
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

１
月
第
２
回
会
議
で
は
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
や
、
応
援

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業
費
な
ど
の
補
正
予
算
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
た
。

1月会議（1/7～10）
専決処分 １件
補正予算 ７件

条例 ５件
議会規則 ２件

1月第2回会議（1/29）
補正予算 １件

内容

人
事
院
の
勧
告
に
よ
っ
て
高
校
卒
と
大

学
卒
の
初
任
給
が
改
正
さ
れ
た
。

町
職
員

初
任
給
ア
ッ
プ

【
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
及
び

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

物
価
高
騰
対
策
に

給
付
金
や

ク
ー
ポ
ン
券
や
ご
み
袋

ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
展
開　
な
ぜ
減
額

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

正副議長にあいさつに来た令和７年度役場新規採用職員
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1月・1月第2回・3月会議採決状況（賛否が分かれた議案は４件）

会計名・件名
議員名

結果

松
岡　
宏
行

藤
本　
憲
一

東
芝　
弘
明

大
原　
清
明

浦
中　
隆
男

溝
北　
好
一

中
谷　
雅
美

羽
根　
祥
起

滝
ノ
上
万
記

山
下　
慎
二

表
具　
　
弘

大
山　
希
世

１月会議

議会基本条例の全部改正
など5件
議会会議規則など２件
一般会計補正予算

（第8号）など7件

10対0で可決 － ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1月
第2回会議

一般会計補正予算
（第9号） 10対0で可決 － ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月会議

議会委員会条例の一部改
正など２９件
工事請負契約の締結など
５件
シビックセンター特別会
計補正予算（第2号）など
6件

10対0で可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

一般会計補正予算
（第10号） 9対1で可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○

一般会計補正予算
（第11号）など2件 11対0で可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令
和
7
年
度
予
算

一般会計 9対2で
可決 － ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

シビックセンター特別会
計など５件

11対0で
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険事業特別会計 10対1で
可決 － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療事業特別
会計

10対1で
可決 － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）松岡宏行議員は、議長のため採決には加わらない。　○は賛成　×は反対　欠は欠席

反
対

制
度
の
廃
止
を
求
め
る

東
芝
弘
明
議
員

75
歳
以
上
の
人
を
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
囲
い

込
み
、
医
療
費
の
負
担
を

高
齢
者
に
実
感
さ
せ
る
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
を

廃
止
し
、
高
齢
者
本
人
の

医
療
費
負
担
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

賛
成

適
正
な
保
険
料
に

大
山
希
世
議
員

適
切
な
予
算
が
組
ま
れ

問
題
な
い
。
し
か
し
、
今

後
保
険
料
上
昇
が
予
測
さ

れ
る
。
日
本
の
経
済
発
展

を
支
え
た
皆
さ
ん
が
必
要

な
医
療
を
受
け
る
の
は
当

然
の
権
利
。
保
険
料
上
昇

抑
制
へ
県
基
金
へ
の
働
き

か
け
を
。

…
…

賛
否
が
分
か
れ
る

討
論

置
い
た
施
策
の
予
算
組
み

を
し
て
ほ
し
い
。

賛
成

町
民
の
声
反
映
し
た
予
算

藤
本
憲
一
議
員

15
歳
ま
で
の
人
口
が
増

え
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逃
が
さ
な
い
た

め
、
躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇な
く
走
り
な
が

ら
早
期
実
現
の
た
め
、
町

執
行
部
が
一
丸
と
な
っ
て

進
め
て
い
る
こ
と
を
評
価

す
る
。

賛
成

未
来
へ
の
投
資
も
必
要

山
下
慎
二
議
員

安
全
で
安
心
な
未
来
へ

の
投
資
は
必
要
。
何
も
し

な
け
れ
ば
進
歩
は
な
い

が
、慎
重
な
対
応
を
取
り
、

進
ん
で
行
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
変
化
の
速
い
、

社
会
情
勢
に
対
応
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
や
満
足
度
の

さ
ら
な
る
向
上
を
願
う
。

賛
成

５
つ
の
政
策
目
標
の
実
現

滝
ノ
上
万
記
議
員

新
年
度
予
算
で
は
、
学

校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
や
公
共
交
通
の
抜
本

的
見
直
し
な
ど
の
特
筆
す

べ
き
施
策
が
多
い
。一
方
、

上
程
さ
れ
た
予
算
が
修
正

さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
発

生
し
た
。
再
発
防
止
の
徹

底
を
切
に
願
う
。

反
対

保
険
税
の
値
下
げ
を

東
芝
弘
明
議
員

１
人
当
た
り
５
１
０
０

円
の
増
税
。
協
会
け
ん
ぽ

の
２
倍
も
す
る
保
険
税
。

事
態
を
放
置
し
て
い
る
の

は
国
。
国
が
責
任
を
果
た

さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
市

町
村
が
高
す
ぎ
る
保
険
税

を
値
下
げ
す
べ
き
。

賛
成

軽
減
図
る
努
力
が
見
え
る

滝
ノ
上
万
記
議
員

被
保
険
者
数
の
減
少
や

医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ

り
、
１
人
当
た
り
の
医
療

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
令
和
７
年
度
は
基
金

繰
り
入
れ
を
計
画
よ
り
倍

増
す
る
こ
と
で
被
保
険
者

の
経
済
負
担
の
軽
減
を
図

る
努
力
が
認
め
ら
れ
る
。

反
対

仮
設
ト
イ
レ
の
普
及
を

羽
根
祥
起
議
員

ト
イ
レ
カ
ー
は
高
価
で

あ
り
、
１
台
に
つ
き
２
人

の
利
用
、
階
段
を
上
が
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
高

齢
者
に
は
不
向
き
。
そ
れ

な
ら
安
価
で
工
事
現
場
な

ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
仮

設
ト
イ
レ
を
購
入
す
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

賛
成

予
算
全
体
を
鑑
み
て

山
下
慎
二
議
員

一
部
計
算
間
違
い
な
ど

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
ミ
ス

が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の

他
金
額
の
増
減
に
つ
い
て

は
納
得
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
一
般
会
計
補
正
予
算

全
体
に
対
し
て
判
断
を
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

反
対

ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方

東
芝
弘
明
議
員

官
民
連
携
を
基
本
に
町

政
運
営
を
行
う
こ
と
に
は

反
対
。
い
か
に
し
て
住
民

自
治
を
活
性
化
す
る
か
。

こ
こ
に
ま
ち
づ
く
り
の
成

否
が
あ
る
。
企
業
と
行
政

の
知
恵
が
、
住
民
を
導
く

の
で
は
な
い
。

反
対

南
海
巨
大
地
震
の
対
策
を

羽
根
祥
起
議
員

令
和
７
年
度
で
も
い
く

つ
か
防
災
関
連
の
予
算
を

組
ん
で
い
る
が
、
私
は
少

な
い
と
思
う
。
住
民
の
生

命
・
財
産
を
重
ん
ず
る
な

ら
、
自
然
災
害
に
重
点
を

一
般
会
計
予
算

令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
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問 

高
齢
化
社
会
に
よ
り
、

公
園
管
理
を
町
内
会

や
各
種
団
体
の
協
力
を
得

ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、

今
後
の
対
応
を
ど
う
す
る

の
か
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

協
力
し
て
も
ら
え
る
地
元

団
体
を
探
し
て
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
人
材

の
確
保
が
難
し
く
な
り
管

理
を
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
業

者
な
ど
に
委
託
す
る
こ
と

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
が
少
な
く
な
り
、

遊
具
の
劣
化
が
進
む
と
遊

具
の
撤
去
や
、
跡
地
利
用

に
つ
い
て
地
元
と
協
議
し
、

公
園
の
廃
止
な
ど
も
含
め

検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。

問 

安
全
に
遊
ぶ
た
め
に

も
、
遊
具
な
ど
に
注

意
喚
起
や
、
一
時
的
な
使

用
禁
止
で
あ
っ
て
も
適
切

で
最
低
限
な
処
置
は
必
要

だ
と
思
う
が
、
今
後
の
対

応
は
。

建
設
課
長　
遊
び
方
の
限

定
や
過
剰
な
注
意
、
厳
し

問 

児
童
公
園
と
都
市
公

園
の
管
理
は
誰
が
行

っ
て
い
る
の
か
。
砂
場
な

ど
の
衛
生
検
査
も
行
っ
て

い
る
の
か
。

建
設
課
長　
か
つ
ら
ぎ
公

園
以
外
の
都
市
公
園
は
、

障
害
者
就
労
支
援
施
設
と

地
元
自
治
区
に
お
願
い
し

て
い
る
。

生
涯
学
習
課
長　
児
童
公

園
は
、
公
園
の
あ
る
自
治

区
や
町
内
会
に
お
願
い
し

て
い
る
。
砂
場
な
ど
の
定

期
的
な
衛
生
検
査
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
管
理
委
託

の
中
で
目
視
点
検
を
兼
ね

た
見
回
り
を
お
願
い
し
て

い
る
。
異
常
な
ど
発
見
さ

れ
た
場
合
に
は
、
担
当
課

職
員
に
よ
り
消
毒
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

い
表
現
は
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
の
価
値
を
半
減
さ
せ

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
簡

潔
で
分
か
り
や
す
く
、
か

つ
温
か
み
の
あ
る
表
現
で

の
看
板
設
置
な
ど
を
検
討

し
た
い
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

使
用
禁
止
遊
具
に
つ
い
て

は
、
遊
具
に
子
ど
も
が
近

づ
か
な
い
よ
う
、
周
囲
に

ロ
ー
プ
を
張
る
な
ど
の
措

置
を
行
う
。
な
お
撤
去
を

前
提
と
し
て
い
る
遊
具
は

速
や
か
に
撤
去
を
行
う
。

問 

都
市
公
園
法
施
行
規

則
の
改
正
に
よ
り
、

公
園
施
設
の
年
１
回
の
定

期
点
検
が
義
務
化
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
ど
の
よ
う

な
形
で
安
全
点
検
を
し
て

い
る
の
か
。

建
設
課
長　
損
傷
、
腐
食
、

劣
化
、
そ
の
他
の
異
常
に

つ
い
て
、
職
員
が
年
１
回

の
頻
度
で
点
検
を
行
っ
て

い
る
。

生
涯
学
習
課
長　
点
検
に

必
要
な
知
識
を
習
得
し
た

職
員
が
点
検
項
目
に
照
ら

し
、
年
１
回
遊
具
の
点
検

安全で安心して遊べる遊具の管理を（佐野公園）

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

公
園
の
近
く
に
行
っ
た
場

合
に
は
、
随
時
遊
具
の
点

検
は
行
っ
て
い
る
。

問 

こ
れ
か
ら
の
公
園
整

備
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

町
長　
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
児
童
館
、
ま
た
は

児
童
公
園
の
役
割
が
変
わ

っ
て
き
た
。
今
後
は
児
童

公
園
、
都
市
公
園
、
児
童

館
、
公
民
館
ま
た
は
学
校

な
ど
も
含
め
、
そ
の
地
域

の
核
と
な
る
も
の
は
あ
る

程
度
集
約
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
地
域
に
残
っ

た
広
場
的
な
部
分
に
つ
い

て
も
遊
具
設
置
も
含
め
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

これからの公園整備の考えは
山下　慎二………………… 21

山下  慎二 議員

JR 和歌山線の利便性向上を
滝ノ上万記………………… 27

どうするクビアカツヤカミキリ対策
溝北　好一………………… 26

町道の維持管理を業務委託に
藤本　憲一………………… 23

何が必要？できる？鳥獣害対策
大山　希世………………… 22

難聴者への補聴器補助を
東芝　弘明………………… 25

かつらぎ西部公園に遊具の設置を
浦中　隆男………………… 24

各ページの二次元
コードを読み取る
と、ユーチューブで
質問映像を見るこ
とができます。

令和７年中に行った
一般質問テーマ

中阪町長

一 般 質 問

一
般
質
問
は
、
町
政
に
関
す
る
提
案
や
質
問
を
行
う
も
の
で
、

持
ち
時
間
は
１
人
６０
分
。
記
事
は
、質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

６０

町
民
の
お
も
いを
届
け
る

分

これからの公園整備の考えは
［町長］ ある程度集約する必要がある
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災
害
時
の
緊
急
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
る
。
橋

梁
、
ト
ン
ネ
ル
は
５
年
に

一
度
の
点
検
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
点
検
結
果

を
も
と
に
長
寿
命
化
計
画

を
作
成
し
、
予
防
保
全
工

事
を
実
施
し
て
い
る
。
町

道
沿
線
の
草
刈
作
業
は
、

基
本
的
に
は
自
治
区
に
委

託
し
て
い
る
が
、
交
通
量

の
多
い
場
所
は
業
者
に
委

託
し
て
い
る
。

上
下
水
道
課
長　
水
道
管

は
、
漏
水
の
多
い
地
域
に

お
い
て
漏
水
調
査
を
委
託

し
て
い
る
。
突
発
的
に
発

生
す
る
漏
水
事
故
は
、
町

管
工
事
組
合
に
待
機
を
兼

ね
た
委
託
を
依
頼
し
て
い

る
。
下
水
道
は
、
主
要
な

管
路
に
カ
メ
ラ
調
査
お
よ

び
マ
ン
ホ
ー
ル
の
目
視
点

検
な
ど
長
寿
命
化
計
画
を

基
に
年
一
度
実
施
し
て
い

る
。

問 

町
道
の
維
持
管
理
を

業
務
委
託
に
す
る
提

案
に
対
し
て
の
見
解
は
。

建
設
課
長　
過
去
に
、
県

が
実
施
し
て
い
る
維
持
管

理
業
務
委
託
に
つ

い
て
、
町
で
も
導

入
で
き
な
い
か
検

討
を
行
っ
た
。
た

だ
、
か
つ
ら
ぎ
町

の
場
合
、
県
の
よ

う
に
単
一
路
線
で

は
な
く
、
町
内
全

域
に
数
多
く
の
町

道
が
存
在
す
る
こ

と
か
ら
、費
用
面・

地
域
性
・
機
動
性

な
ど
の
面
か
ら
採

用
を
断
念
し
た
経

緯
が
あ
る
。
ま
た
、

被
害
確
認
や
地
元

対
応
な
ど
を
考
え

た
場
合
、
今
後
も

可
能
な
限
り
職
員

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
や
現
地
確
認
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

提
案
の
予
防
保
全

的
な
維
持
修
繕
に

つ
い
て
は
、
現
在

直
営
で
行
っ
て
い
る
。
舗

装
修
繕
に
つ
い
て
の
業
者

委
託
は
検
討
し
た
い
。

町
長　
町
道
の
維
持
管
理

を
業
務
委
託
に
す
る
こ
と

は
、
一
部
の
業
者
に
仕
事

が
集
中
す
る
こ
と
も
考
え

問 

現
状
の
維
持
管
理
は

被
災
を
受
け
た
後
に

修
復
す
る
事
後
保
全
型
で

あ
る
。
最
近
定
期
的
な
点

検
、
事
故
前
の
補
修
と
い

っ
た
防
災
保
全
型
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
定

期
的
に
保
全
業
務
を
行
う
。

維
持
管
理
費
も
事
後
保
全

型
よ
り
安
価
で
あ
る
点
も

考
え
、
専
門
技
術
を
持
っ

た
地
元
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
が
、
町
民
へ
の
災
害

事
故
不
安
の
解
消
に
も
つ

な
が
る
施
策
だ
と
思
い
提

案
す
る
。
町
道
、
水
道
、

下
水
道
の
維
持
管
理
業
務

の
現
状
は
。

建
設
課
長　
２
人
１
班
の

３
班
体
制
で
、
町
道
を
月

１
回
の
通
常
パ
ト
ロ
ー
ル
、

を
改
定
す
る
こ
と
は
検
討

可
能
。
期
間
外
の
狩
猟
に

つ
い
て
町
猟
友
会
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
良
い
返
事

を
も
ら
え
な
か
っ
た
た
め

現
状
は
厳
し
い
。

問 

鳥
獣
か
ら
農
作
物
を

守
る
た
め
の
、
資
材

補
助
金
や
資
材
無
料
貸
し

出
し
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長　
Ｊ
Ａ
や

各
農
業
団
体
の
意
見
を
確

認
し
検
討
す
る
。

問 
農
作
物
の
残ざ
ん
渣さ

を
園

地
へ
置
く
こ
と
で
鳥

獣
の
餌
に
な
る
。
規
格
外

果
実
の
６
次
産
業
事
業
者

へ
の
販
路
拡
大
を
提
案
す

る
。

産
業
観
光
課
長　
農
作
物

を
加
工
し
販
売
す
る
事
業

者
と
の
マ
ッ
チ
ア
ッ
プ
は

残
渣
の
低
減
の
み
な
ら
ず
、

農
家
の
所
得
向
上
に
も
つ

な
が
る
。
ま
た
、
残
渣
を

利
用
し
た
堆
肥
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
も
検
討
し
た

い
。

問 
町
単
独
の
農
作
物
鳥

獣
害
防
止
対
策
事
業

補
助
金
が
廃
止
に
な
っ
た

理
由
は
。

産
業
観
光
課
長　
県
に
同

じ
補
助
金
が
あ
る
。
住
民

に
と
っ
て
補
助
率
が
多
い
。

ま
た
一
定
の
地
域
を
囲
う

こ
と
が
地
域
全
体
の
獣
害

対
策
に
な
る
と
考
え
廃
止

し
た
。

問 

今
回
私
が
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
通
年
の
補
助
金
や
猟
銃

期
間
外
で
の
狩
猟
は
、
確

実
に
個
体
数
を
減
ら
せ
る

の
で
は
」
と
い
う
回
答
が

90
％
以
上
あ
っ
た
。
検
討

は
で
き
る
か
。

産
業
観
光
課
長　
補
助
金

に
つ
い
て
は
現
在
の
規
定

ら
れ
る
。
ま
ず
は
町
建
設

業
協
会
の
意
見
を
聞
い
た

な
か
で
検
討
し
た
い
。

問 

鳥
獣
が
増
え
て
い
る

原
因
の
一
つ
と
し
て
、

生
態
系
が
崩
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
耕
作
放
棄
地

や
管
理
さ
れ
て
い
な
い
森

林
に
対
し
、
森
林
管
理
制

度
で
、
間
伐
や
落
葉
広
葉

樹
を
植
樹
し
森
を
育
む
こ

と
も
必
要
で
は
。
こ
れ
は

土
砂
崩
れ
防
止
の
災
害
対

策
に
も
な
る
。
考
え
は
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

豊
か
な
森
林
の
た
め
に
整

備
は
必
要
。
森
林
所
有
者

を
特
定
し
、
活
用
意
向
調

査
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
度
耕
作
放
棄
地

に
な
っ
た
農
地
は
再
生
が

極
め
て
困
難
。
耕
作
放
棄

地
に
な
る
前
に
情
報
を
集

約
し
、
農
地
を
必
要
と
す

る
人
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

問 

町
長
の
考
え
は
。

町
長　
町
と
し
て
は
、
産

業
観
光
課
を
解
体
し
農
林

振
興
課
を
つ
く
り
、
農
業

と
林
業
に
特
化
し
た
課
を

このような状態になるまでに補修を実施すれば安価で済む。専門業者による委託が必要

設
置
す
る
。
農
業
は
わ
が

町
の
基
幹
産
業
。
町
か
ら

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
Ｐ
Ｒ
不

足
を
反
省
し
つ
つ
、
農
家

と
の
対
話
を
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応

し
て
い
く
。

追
記　
「
有
害
鳥
獣
に
よ

る
被
害
実
態
」
の
ア
ン
ケ

ー
ト
や
取
材
に
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
感
謝

し
た
い
。

藤本  憲一 議員 大山  希世 議員

◀ この中の
ひとつだけに対して
取り組んでも
根本的な解決には
ならない。
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99

被害を及ぼしている鳥獣の種類

1人最大2種類の鳥獣を選択する設問（今回実施したアンケートより 回答者数87人）

何が必要？できる？
鳥獣害対策

［町長］ 農業はわが町の基幹産業
さまざまな課題に対し対応する

町道の維持管理を
業務委託に

［町長］ 建設業協会の意見を聞き検討する
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準
に
合
致
す
る
た
め
の
制

度
見
直
し
が
必
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

問 

県
内
で
補
助
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
は
６

つ
、
全
国
で
３
７
２
の
自

治
体
が
何
ら
か
の
形
で
補

助
を
実
施
し
て
い
る
が
。

住
民
福
祉
課
長　
県
内
の

実
施
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

調
査
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問 

補
聴
器
補
助
の
導
入

を
。

町
長　
社
会
問
題
と
し
て

の
認
識
を
持
ち
つ
つ
、
制

度
の
検
討
と
実
施
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
う
。
医

師
会
と
の
連
携
で
、
必
要

性
や
効
果
に
つ
い
て
、
住

民
の
認
識
を
高
め
た
い
。

問 

加
齢
性
難
聴
と
は
。

住
民
福
祉
課
長　
聴
力
の

低
下
で
日
常
会
話
が
難
し

く
な
り
、
つ
な
が
り
が
減

少
す
る
た
め
、
社
会
的
孤

立
や
う
つ
病
の
リ
ス
ク
が

増
加
す
る
。
認
知
機
能
が

さ
ら
に
低
下
す
る
恐
れ
も

あ
る
。
40
歳
代
か
ら
聴
力

の
低
下
が
見
ら
れ
、
75
歳

以
上
で
は
約
半
数
の
人
が

難
聴
に
悩
む
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
る
。

問 

世
界
保
健
機
関
は
41

デ
シ
ベ
ル
以
上
の
難

聴
を
持
つ
者
が
聴
覚
障
害

者
と
定
義
。
日
本
の
制
度

は
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

住
民
福
祉
課
長　
国
際
基

建
設
課
長　
現
在
以
上
の

大
型
遊
具
の
増
設
は
、
空

き
ス
ペ
ー
ス
の
面
か
ら
も

難
し
い
。

問 

い
ろ
い
ろ
な
遊
具
が

備
わ
っ
た
公
園
を
、

多
く
の
子
育
て
を
し
て
い

る
方
々
が
待
ち
望
ん
で
い

る
。
西
部
公
園
に
遊
具
の

設
置
が
で
き
な
い
の
か
。

町
長　
今
回
、
関
係
市
町

と
調
整
の
結
果
、
か
つ
ら

問 
子
育
て
世
代
か
ら
は
、

安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
る
公
園
が
近
く
に

欲
し
い
と
の
要
望
が
多
い
。

公
園
の
役
割
と
必
要
性
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

建
設
課
長　
街
区
公
園
５

カ
所
は
、
自
宅
周
辺
に
あ

る
小
さ
い
遊
び
の
公
園
と

し
て
、
地
区
公
園
２
カ
所

は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
の
使

用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
中
心
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
公
園

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

問 

か
つ
ら
ぎ
公
園
の
遊

具
な
ど
の
整
備
は
。

ぎ
西
部
公
園
に
遊
具
を
設

置
す
る
こ
と
の
同
意
が
得

ら
れ
た
の
で
、
早
い
時
期

に
遊
具
を
設
置
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
遊
具
を
追

加
す
れ
ば
、
高
齢
者
層
に

人
気
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

と
併
せ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

な
ど
、
若
い
子
育
て
世
代

の
利
用
促
進
に
つ
な
が
り
、

幅
広
い
世
代
の
人
々
で
に

ぎ
わ
う
施
設
に
な
る
。

問 

人
口
減
少
の
対
策
と

し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
者

に
奨
励
金
を
出
せ
ば
、
こ

の
機
会
に
帰
っ
て
み
よ
う

と
い
う
意
識
づ
け
に
な
る
。

奨
励
金
の
創
設
に
は
意
義

が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　
か
つ
ら
ぎ
町
に
、

帰
り
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
政
策
を
進
め

る
こ
と
が
、
移
住
・
定
住

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思

っ
て
い
る
。
若
者
世
代
に

か
か
わ
ら
ず
、
子
育
て
世

帯
や
シ
ル
バ
ー
世
代
の
方

に
も
、
ふ
る
さ
と
の
か
つ

ら
ぎ
町
を
思
い
出
し
て
、

戻
っ
て
き
て
も
ら
う
こ
と

は
引
き
続
き
考
え
た
い
。

問 
県
外
に
出
て
い
る
学

生
な
ど
に
、
特
産
品

と
共
に
役
場
職
員
の
採
用

や
、
地
域
の
求
人
情
報
な

いつも子どもたちでにぎわう、さぎのせ公園（岩出市）

第３のこども園が実現する。取り組みに期待したい

ど
を
発
送
し
、
ふ
る
さ
と

を
忘
れ
さ
せ
な
い
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
し
て
は
。

町
長　
Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え

る
学
生
に
と
っ
て
、
ふ
る

さ
と
を
選
択
す
る
一
つ
の

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え

る
。
周
辺
自
治
体
と
共
同

で
、
東
京
都
内
や
大
阪
市

内
な
ど
で
企
業
説
明
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
学
生
が

求
め
る
手
段
に
つ
い
て
、

条
件
を
満
た
せ
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
い
た
い
。

問 

な
ぜ
第
三
番
目
の
こ

ど
も
園
の
設
置
が
必

要
な
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
一
つ
目

は
、
特
定
年
齢
の
児
童
で

定
員
を
超
え
る
園
が
あ
る

人
数
の
問
題
。
二
つ
目
は
、

幼
児
教
育
と
保
育
の
環
境

を
整
え
る
質
の
問
題
。
三

つ
目
は
、
多
様
化
へ
の
対

応
の
問
題
。
こ
う
考
え
て

新
設
な
ど
の
検
討
を
行
っ

て
き
た
。

問 

新
し
い
こ
ど
も
園
は

い
つ
で
き
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
町
は
地

域
優
良
賃
貸
住
宅
を
建
設

す
る
。
こ
の
建
設
に
併
せ

て
検
討
し
て
い
る
。

問 

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

は
い
つ
建
設
さ
れ
る

の
か
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

一
番
早
く
て
令
和
９
年
度

末
、
も
し
く
は
令
和
10
年

度
を
め
ど
に
進
め
て
い
る
。

問 

具
体
的
に
取
り
組
ま

な
い
と
間
に
合
わ
な

い
が
。

教
育
長　
地
域
優
良
賃
貸

住
宅
が
で
き
る
の
を
見
据

え
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
い

く
。

問 

９
人
の
保
育
士
が
辞

め
る
と
の
情
報
が
あ

る
が
。

教
育
総
務
課
長　

か
つ
ら
ぎ
福
祉
会

に
問
い
合
わ
せ
た
。

内
定
が
３
人
、
さ

ら
に
３
人
程
度
の

採
用
を
予
定
。
随

時
募
集
も
行
う
。

問 

３
人
が
埋
ま

ら
な
い
。
も

う
一
つ
の
こ
ど
も

園
を
新
設
し
、
保

育
士
の
負
担
を
軽

減
す
る
必
要
が
あ

る
。
賃
金
の
引
き
上
げ
も

不
可
欠
だ
と
思
う
。

町
長　
町
の
こ
ど
も
園
で

は
、
よ
り
多
く
の
保
育
士

の
配
置
を
行
っ
て
い
る
。

加
算
金
を
支
払
っ
て
い
る

が
、
給
料
は
十
分
で
な
い
。

保
育
士
の
確
保
が
困
難
。

国
の
基
準
が
見
直
さ
れ
た

の
で
、
指
定
管
理
料
の
見

直
し
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。

東芝  弘明 議員 浦中  隆男 議員

かつらぎ西部公園に
遊具の設置を

［町長］ 早い時期に設置したい

難聴者への補聴器補助を
［町長］ 実施に向け取り組む

ふ
る
さ
と
回
帰
で

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
増
加
を

［
町
長
］条
件
を
満
た
せ
る

取
り
組
み
を
行
う

こ
ど
も
園
い
つ
で
き
る
？

［
教
育
長
］地
域
優
良
賃
貸
住
宅
に
あ
わ
せ
る
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あ
っ
た
も
の
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
令
和
２
年
度
に
は

３
５
７
０
人
ま
で
落
ち
込

ん
だ
。
そ
の
後
徐
々
に
乗

客
数
は
回
復
し
て
き
て
い

る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
数

値
に
ま
だ
戻
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
活
性
化
委

員
会
で
も
利
用
客
増
加
に

向
け
て
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

問 

貴
志
川
線
は
、
２
０

０
４
年
に
南
海
電
鉄

が
撤
退
を
表
明
し
た
後
、

岡
山
電
気
軌
道
が
事
業
引

継
ぎ
を
発
表
し
、
現
在
和

歌
山
電
鐵
が
運
営
し
て
い

る
。
貴
志
川
線
で
は
猫
を

駅
長
に
任
命
し
た
り
、
い

ち
ご
列
車
な
ど
の
ユ
ニ
ー

ク
な
ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
、

今
や
世
界
中
か
ら
観
光
客

が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
。
同
様
に
、
Ｊ
Ｒ
和

歌
山
線
の
存
続
の
た
め
に

は
、
当
然
一
定
数
以
上
の

利
用
者
数
の
確
保
が
求
め

ら
れ
る
。
沿
線
の
人
口
が

減
少
、
高
齢
化
す
る
中
に

お
い
て
は
、
沿
線
住
民
だ

け
の
利
用
で
は
、
今
後

利
用
者
の
確
保
は
困
難

で
あ
る
。
例
え
ば
貴
志

川
線
が
電
車
の
デ
ザ
イ

ン
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
電
車
に
関
す
る
デ

ザ
イ
ン
を
水み

戸と

岡お
か
鋭え
つ
治じ

氏
に
依
頼
し
た
よ
う
に
、

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
の
存
続

に
つ
い
て
、
和
歌
山
線

活
性
化
検
討
委
員
会
に

お
い
て
も
、
プ
ロ
に
依

頼
し
て
は
ど
う
か
と
考

え
る
が
見
解
は
。

企
画
公
室
長　
水
戸
岡

鋭
治
氏
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
九
州
の
豪
華
寝
台

列
車
「
な
な
つ
星
ｉ
ｎ

九
州
」
の
デ
ザ
イ
ン
も

担
当
さ
れ
た
と
認
識
し

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
和
歌
山

線
も
、
沿
線
内
に
は
高

野
山
を
は
じ
め
と
す
る

観
光
資
源
も
た
く
さ
ん
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
専
門
家

か
ら
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
う
と
い
う
こ
と
も
一
つ

の
方
策
で
あ
る
た
め
、
今

後
委
員
会
へ
提
案
し
た
い

と
考
え
る
。

問 

今
後
、
人
口
減
少
社

会
、
少
子
高
齢
化
社

会
に
ま
す
ま
す
拍
車
が
か

か
る
時
代
に
な
る
。
Ｊ
Ｒ

和
歌
山
線
の
存
続
が
大
変

厳
し
い
も
の
と
な
る
と
予

想
さ
れ
る
た
め
、
早
い
段

階
か
ら
対
策
が
必
要
と
考

え
る
。
本
町
は
Ｊ
Ｒ
和
歌

山
線
存
続
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
か
。

企
画
公
室
長　
Ｊ
Ｒ
和
歌

山
線
沿
線
の
市
と
町
、
そ

し
て
県
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が

会
員
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
和
歌

山
線
を
よ
り
一
層
活
性
化

さ
せ
る
目
的
で
、
平
成
11

年
に
和
歌
山
線
活
性
化
検

討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。

路
線
運
行
の
検
討
指
標
と

な
る
輸
送
密
度
が
、
令
和

元
年
度
で
４
２
７
９
人
で

に
補
助
金
、
町
も
同
額
支

援
を
実
施
し
て
き
た
。
令

和
３
年
に
１
７
７
本
、
令

和
４
年
３
５
５
本
、
令
和

５
年
９
５
０
本
被
害
樹
に

実
施
。

問 

県
の
処
置
対
策
は
。

産
業
観
光
課
長　
令
和
３

年
度
か
ら
病
害
虫
防
除
対

策
を
実
施
。
伐
採
・
伐
根

で
１
本
３
万
円
。
伐
採
・

根
覆
い
で
１
本
２
万
円
、

ネ
ッ
ト
被
覆
で
１
本
２
０

０
０
円
の
補
助
。
振
興
局

を
中
心
に
現
場
確
認
を
実

施
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
通
じ
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
の
侵
入
防
止
と

防
除
対
策
の
周
知
・
啓
発

を
行
い
、
防
除
対
策
研
修

会
を
実
施
。

問 

対
策
を
実
施
し
て
き

た
が
令
和
６
年
度
本

町
で
異
常
発
生
。
生
産
果

樹
園
地
以
外
の
耕
作
放
棄

地
や
桜
も
繁
殖
の
温
床
と

な
っ
て
い
る
恐
れ
が
あ
り

対
策
実
施
で
き
ず
実
態
は
。

産
業
観
光
課
長　
令
和
６

問 
特
定
外
来
生
物
指
定
、

中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
・

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
で
生
息
し
、

バ
ラ
科
樹
木
に
侵
食
、
木

の
内
部
を
食
害
し
枯
ら
す
。

桜
・
桃
・
梅
・
す
も
も
で

確
認
。
本
町
で
は
平
成
29

年
７
月
に
成
虫
が
捕
獲
さ

れ
る
。
令
和
５
年
８
月
で

全
植
栽
樹
数
１
万
本
の
う

ち
、
１
８
９
５
本
（
桜
含

ま
ず
）
が
被
害
。
実
情
は
。

産
業
観
光
課
長　
県
が
主

と
な
り
Ｊ
Ａ
や
市
町
と
協

力
し
て
、
令
和
５
年
ま
で

は
５
月
か
ら
８
月
と
９
月

か
ら
11
月
の
２
回
園
地
巡

回
調
査
、
木
に
登
録
農
薬

散
布
、
見
つ
け
次
第
捕
殺
。

幼
虫
に
対
し
被
害
箇
所
の

フ
ラ
ス
を
掻
き
出
し
農
薬

注
入
。
木
の
伐
採
・
伐
根

問 

妙
寺
駅
構
内
の
駅
舎

や
設
備
な
ど
に
お
い

て
、
劣
化
し
て
い
る
箇
所

が
見
受
け
ら
れ
る
。
駅
構

内
の
設
備
な
ど
の
補
修
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

の
現
状
は
。

企
画
公
室
長　
駅
構
内
の

修
繕
な
ど
に
つ
い
て
は
、

年
12
月
現
在
農
地
４
２
０

３
本
、
農
地
外
で
52
本
、

橋
本
市
で
は
農
地
１
６
７

３
本
、
農
地
外
２
５
８
本

被
害
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

県
・
町
・
Ｊ
Ａ
が
協
力
し

病
害
虫
防
除
対
策
事
業
を

実
施
。
伐
採
や
伐
根
の
対

応
も
実
施
し
て
い
る
が
、

対
症
療
法
で
あ
り
予
防
に

対
し
て
は
有
効
な
手
段
が

な
い
。
桜
は
自
生
す
る
木

ま
で
対
応
で
き
て
い
な
い
。

問 

国
・
県
へ
の
対
策
ア

ク
シ
ョ
ン
は
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

町
は
国
会
議
員
を
通
じ
省

庁
に
要
望
を
実
施
。
県
全

体
、
国
全
体
の
問
題
と
認

識
。
現
状
、
国
の
補
助
制

度
や
特
効
薬
と
な
る
薬
剤

の
開
発
に
は
至
っ
て
い
な

い
。

問 
予
防
対
策
が
見
つ
か

ら
な
け
れ
ば
若
者
耕

作
者
の
夢
が
断
た
れ
、
ま

す
ま
す
放
棄
農
地
が
増
す
。

耕
作
地
に
し
て
も
対
策
の

し
な
い
園
地
が
増
し
つ
つ

あ
る
。
町
の
見
解
は
。

町
長　
現
時
点
で
は
明
確

な
天
敵
が
存
在
せ
ず
県
か

き
・
も
も
研
究
所
で
は
散

布
な
ど
で
駆
除
す
る
薬
剤

は
開
発
さ
れ
て
お
ら
ず
刺

殺
な
ど
の
駆
除
し
か
な
い
。

町
は
収
入
保
険
の
加
入
推

進
に
努
め
る
。
県
は
中
紀

地
域
へ
も
被
害
が
拡
大
、

止
め
ら
れ
な
い
。
令
和
７

年
度
は
同
一
の
病
害
虫
駆

クビアカツヤカミキリの侵食で木からフラスが出ているＪＲ和歌山線の活性化のためユニークな取り組みを

Ｊ
Ｒ
が
定
期
的
に
点
検
、

補
修
を
し
て
い
る
。
ま
た

住
民
な
ど
か
ら
指
摘
が
あ

れ
ば
、
そ
の
都
度
町
が
Ｊ

Ｒ
へ
修
繕
を
依
頼
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

除
事
業
は
実
施
し
な
い
考

え
。
本
町
は
主
要
な
農
作

物
で
あ
り
、
今
後
も
農
家

が
果
樹
栽
培
を
行
っ
て
い

け
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
検
討
す
る
。

そ
の
他　

上
水
道
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
）
対
策
を
質
問
し
た
。

滝ノ上万記 議員 溝北  好一 議員

どうする
クビアカツヤカミキリ対策

［町長］ 果樹栽培が続けられるよう検討する

ＪＲ和歌山線の
利便性向上を

［企画公室長］ 専門家にアドバイスをもらう
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２
月
６
日
に
「
空
き
家
対
策
」
と

「
移
住
定
住
対
策
」
を
目
的
と
し
た

視
察
研
修
の
た
め
、
鳥
取
県
岩い

わ
美み

町

に
訪
問
。
町
長
や
多
く
の
職
員
か
ら

の
歓
迎
を
受
け
た
。
岩
美
町
は
多
く

の
施
策
を
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
と
結

び
付
け
、活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
を「
岩

美
町
空
き
家
活
用
に
よ
る
定
住
支
援

活
動
交
付
金
」「
空
き
家
活
用
奨
励

金
」
な
ど
で
、
ま
た
「
岩
美
町
若
者

ご
み
の
収
集
を
行
わ
な
い
方
法
で

ご
み
分
別
を
行
っ
て
い
る
、
徳
島
県

上か
み
勝か
つ
町
に
視
察
を
行
っ
た
。「
ゼ
ロ・

ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
」
ご
み
を
減
ら
す

だ
け
で
な
く
、
ご
み
を
発
生
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
住

民
自
ら
ご
み
を
運
び
、
43
種
類
に
も

及
ぶ
分
別
を
行
っ
て
い
る
。
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
81
・
１
％
と
脅
威
的
な
数

字
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
通
過
点

世
代
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金
」「
岩
美
が

ん
ば
れ
若
者
小
包
」
な
ど
で
故
郷
を

離
れ
た
若
者
な
ど
に
対
し
て
も
支
援

を
行
い
、
そ
の
効
果
が
確
実
に
数
値

と
し
て
挙
が
り
転
出
超
過
が
減
少
し
、

転
入
超
過
と
な
っ
て
い
た
。
当
委
員

会
は
視
察
研
修
を
行
う
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、
政
策
提
案
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
を
確
認
、
今
後
の
質
疑
や

一
般
質
問
に
反
映
す
る
。

議
会
だ
よ
り
１
０
２
号
は
、
第
39

回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
良
賞
（
第
５
位
）
と
な
っ
た
。

入
選
は
今
回
で
３
回
目
。
順
位
が
８

位
か
ら
５
位
に
上
が
っ
た
の
も
う
れ

し
か
っ
た
。
全
国
か
ら
も
熱
い
注
目

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ど
う
や
っ
て
伝
わ
る
紙
面
に
な
る

か
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
編
集

や
取
材
は
楽
し
い
。
か
つ
ら
ぎ
町
政

の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
町

広
報
と
と
も
に
議
会
だ
よ
り
が
欠
か

せ
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
な
か
な

か
読
ま
れ
て
い
な
い
。
若
い
世
代
に

伝
わ
ら
な
い
の
も
現
実
。
目
指
す
べ

き
峰
は
高
い
。

令
和
６
年
に
視
察
に
来
庁
し
た
議

会
は
次
の
と
お
り
。

島
根
県
出い

ず
も
し
雲
市
議
会

和
歌
山
県
美み

浜は
ま
町ち
ょ
う

議
会

京
都
府
精せ

い
華か

町ち
ょ
う

議
会

兵
庫
県
多た

可か

町ち
ょ
う

議
会

和
歌
山
県
橋
本
市
議
会

２
月
18
日
、
神
奈
川
県
開か
い
成せ
い
町ま
ち
へ

の
視
察
を
行
っ
た
。
開
成
町
議
会
の

議
会
改
革
は
、
令
和
５
年
に
は
第
18

回
全
国
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
の
議
会

改
革
賞
を
受
賞
し
た
。
視
察
後
に
委

員
会
を
開
催
。
全
委
員
の
視
察
報
告

書
を
読
み
合
い
、
開
成
町
の
一
般
質

問
の
前
後
に
質
問
の
趣
旨
や
手
応
え

を
動
画
に
ま
と
め
て
公
開
す
る
な
ど
、

本
町
で
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
か
、
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
ど
れ

を
実
施
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
つ
い

て
議
論
し
た
。

そ
の
他
、
令
和
７
年
度
に
向
け
て
、

新
年
度
の
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
公
募
を

行
っ
た
。
加
え
て
、
町
内
で
活
動
さ

れ
て
い
る
各
種
団
体
が
、
議
会
や
町

の
施
策
に
対
し
、
日
頃
ど
の
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
た

め
、
当
該
団
体
に
所
属
さ
れ
て
い
る

メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
議
会
モ
ニ
タ
ー

に
な
っ
て
も
ら
う
人
を
推
薦
し
て
も

ら
う
た
め
依
頼
に
回
っ
た
。

で
あ
る
と
の
意
識
で
、
新
た
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
企
業
と
の
連

携
を
図
り
、
商
品
生
産
の
在
り
方
を

考
え
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
を
目
指

し
て
い
る
。
本
町
は
広
域
で
ご
み
処

理
を
行
っ
て
い
る
が
、
中
間
処
理
施

設
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
把
握

と
今
後
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
に
向

け
て
調
査
し
た
い
。

なんと43種類の分別。還元される金額まで表示

歓迎のあいさつをする長
なが

戸
と

 清
きよし

岩美町長

リ
サ
イ
ク
ル
率
8０
％
超
え
の

上
勝
町

空
き
家
対
策
で
町
お
こ
し

総
務
産
業
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
５
位
入
選

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る情報

発
信
を

情報発信の型破りな開成町に刺激を受けてハイポーズ

読みやすい広報づくりで５位入選

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
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monitor's 
voice

令
和
６
年
７
月
以
降
に
お
け
る
事

業
の
工
程
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
２

月
に
町
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

調
査
検
討
項
目
が
２
カ
月
程
度
遅
れ

て
い
る
が
見
直
し
を
行
い
、
令
和
７

年
度
の
工
程
は
、
６
月
会
議
で
本
事

業
予
算
を
議
会
に
上
程
し
可
決
す
れ

ば
、
公
募
の
工
程
は
当
初
の
計
画
ど

お
り
に
進
む
予
定
。

市
場
調
査
で
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出

と
し
て
商
業
事
業
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
、
ド

議
会
基
本
条
例
な
ど
の
見
直

し
を
終
え
た
の
で
、
４
月
以
降

は
①「
議
会
の
政
治
倫
理
条
例
」

と
②
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条

例
」
の
制
定
を
目
指
す
。
①
は
、

議
員
の
政
治
倫
理
の
基
準
を
条

例
で
定
め
、
②
は
、
全
国
的
に

議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も

課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
を
受
け
て
基
準
を
定
め
る
も

の
。こ

れ
と
並
行
し
て
、
11
年
が

経
過
す
る
通
年
議
会
の
検
証
と
、

議
員
間
討
議
の
実
施
に
つ
い
て

研
究
を
行
う
。
通
年
議
会
以
降

の
議
会
運
営
の
変
化
を
踏
ま
え
、

議
会
の
今
後
の
発
展
方
向
を
明

ら
か
に
す
る
。
県
内
町
村
議
会

で
最
も
会
議
の
開
催
が
多
い
本

町
議
会
だ
が
、
議
員
の
負
担
も

大
き
い
の
で
改
善
も
必
要
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
議
員
間

討
議
が
生
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
３
社
が
興
味
を
示

し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
令

和
８
年
２
月
に
事
業
費
と
事
業
者
を

決
定
し
、
６
月
の
契
約
ま
で
の
間
に

内
容
や
金
額
の
検
討
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

委
員
会
で
は
、
今
後
の
具
体
的
な

事
業
費
や
建
設
に
関
す
る
質
問
が
出

た
が
、
ま
だ
答
え
ら
れ
る
状
況
で
は

な
く
、
や
っ
と
事
業
開
始
の
入
口
に

立
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

かつらぎ町の歴史はここで生まれる

３
月
６
日
、議
会
モ
ニ
タ
ー
５
人
と
議
員
11
人
に
よ
る
懇
談
会
を
実
施
し

た
。議
会
モ
ニ
タ
ー
は
、議
会
を
傍
聴
し
た
り
、議
会
だ
よ
り
や
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、映
像
配
信
を
見
て
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
い
る
の
で
、間
違
い
な

し
に
議
会
の
こ
と
を
最
も
知
っ
て
い
る
住
民
で
あ
る
。議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の

懇
談
会
で
、議
員
が
耳
を
傾
け
た
モ
ニ
タ
ー
の
声
を
紹
介
す
る
。

モニターの声

議会モニターとの懇談会
～ あふれる かつらぎ町への思い ～

４月から庁舎建設担当部署が強化された

議
員
間
討
議
の
研
究
へ

公
募
は
当
初
の
計
画
ど
お
り

庁
舎
建
設
調
査
検
討
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

「
委
員
会
を
傍
聴
し
て
か
ら
議
会
の
流
れ
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
議
会
だ
よ
り
を
詳
し
く
見
る
こ
と
に
な
り
、

興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」

「
ポ
ス
タ
ー
で
し
か
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
議
員
に
会
え
た
」

「
議
員
が
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
安
心
が
も
て
た
」

「
選
挙
で
選
ぶ
だ
け
で
は
駄
目
だ
と
思
っ
た
」

「
議
員
の
得
意
な
分
野
は
何
で
す
か
？
」

「
国
会
と
違
い
町
を
よ
く
す
る
ベ
ク
ト
ル
が
か
み
合
っ
て
お
り
、

議
会
の
こ
と
を
気
持
ち
よ
く
聞
け
た
」

「一般
質
問
で
は
、議員

が
非
常
に
よ
く
勉
強
し
て
い
る
と
思
っ
た
」

「
モ
ニ
タ
ー
の
な
り
手
を
増
や
す
た
め
に

成
功
体
験
を
伝
え
る
」

「
モ
ニ
タ
ー
の
役
割
は
重
要
」

「
物
価
が
上
が
っ
て
い
る
の
で

　
議
員
報
酬
を
上
げ
る
べ
き
。報
酬
が
目
減
り
し
て
い
る
」
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緒
に
私
が
作
っ
た
ジ
ャ
ム
パ
ン

を
無
償
で
食
べ
て
も
ら
い
た

い
。
み
ん
な
の
心
が
ゆ
ら
り
と

す
る
、
そ
ん
な
ス
ペ
ー
ス
を
作

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
ま
わ
り
の
応
援
や
協
力

は
。

Ａ
学
校
の
先
生
は
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
く
れ
た
の
で
感
謝

し
て
い
ま
す
。
両
親
の
応
援
が

な
け
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ

て
な
か
っ
た
で
す
。

父
は
最
初
か
ら
大
賛
成
で
し

た
。
母
は
卒
業
し
て
か
ら
に
し

た
ら
と
反
対
気
味
で
し
た
が
、

私
の
熱
意
に
負
け
て
今
で
は
応

援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
町
の
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
て

ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
を

作
り
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
。

Ａ
毎
年
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

友
だ
ち
か
ら
格
外
品
の
柿

を
た
く
さ
ん
も
ら
い
、
商
品
に

な
ら
な
い
フ
ル
ー
ツ
が
も
っ
た

い
な
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
頃
、
農
芸
高
校
の

授
業
で
ジ
ャ
ム
づ
く
り
を
教
え

て
も
ら
い
、
何
と
か
商
品
化
で

き
な
い
も
の
か
と
考
え
ま
し

た
。Ｑ

商
品
化
す
る
ま
で
の
苦
労

話
な
ど
は
。

Ａ
授
業
で
は
、
途
中
ま
で
の

工
程
を
学
校
で
し
て
く
れ

て
い
ま
し
た
が
、
自
宅
で
は
、

み
ん
な
の
心
が
ゆ
ら
り
と
す
る

そ
ん
な
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
た
い

紀北農芸高等学校在学中にクラ
ウドファンディングを活用し、柿の
ジャムを完成させ「ゆらりファーム」
を立ち上げ、町のフルーツを加工し
て全国へ発信している妙寺在住の
城向ゆらさんを紹介します。

最
初
か
ら
全
部
し
な
く
て
は
い

け
な
く
て
大
変
で
し
た
。
形
の

そ
ろ
っ
て
い
な
い
格
外
品
を
扱

う
の
も
難
し
く
、
心
が
折
れ
か

け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
「
ゆ
ら
り
フ
ァ
ー
ム
」
の

意
味
は
。

Ａ
「
ゆ
ら
」
は
私
の
名
前
で
、

「
り
（
Re
）」
は
リ
ボ
ー
ン

（
再
生
）、リ
ト
ラ
イ
（
再
挑
戦
）

な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ

の「
り（
Re
）」に
フ
ァ
ー
ム（
農

業
）
を
合
わ
せ
、
農
業
再
生
を

意
味
す
る
造
語
で
す
。

Ｑ
こ
れ
か
ら
の
計
画
や
将
来

の
夢
は
。

Ａ
こ
れ
か
ら
経
営

の
勉
強
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
将
来
の
夢
は

「
ジ
ャ
ム
工
房
」「
自

然
食
の
カ
フ
ェ
」、

規
格
外
の
商
品
を
扱

う
「
無
人
販
売
所
」

な
ど
が
一
つ
に
な
っ

た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
づ

く
り
で
す
。
地
域
の

小
さ
い
子
ど
も
た
ち

や
、
お
年
寄
り
が
集

ま
っ
て
、
み
ん
な
一

城
しろ

向
むかい

 ゆらさん

この春に高校を卒業した城向ゆらさん

町内の道の駅などで販売中の商品

今ではすっかり応援団のお母さんとツーショット
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